
情報処理学会研究報告

IPSJ SIG Technical Report

コウテイカボチャ：聴衆に肯定的な反応を重畳する

発表時緊張感緩和手法

葛西 響子1,a) 山本 景子1,b) 倉本 到1,c) 辻野 嘉宏1,d)

概要：人前で話をする場面において，不安や緊張が生じてしまい，話し手の頭が真っ白になり，思った通

りに話せなくなる場合がある．本稿では，この人前で話をするときに生じる不安や緊張を緩和することを

目的とし，聴衆に肯定的な反応を重畳することによって不安や緊張を和らげる手法を提案する．この提案

手法に基づき，聴衆ににこにこしてうなずくカボチャの画像を重畳するシステム「コウテイカボチャ」を

実装した．そして，コウテイカボチャが，実際に人前で話をするときに生じる不安や緊張を緩和できるか，

および，人やカボチャの表情が人前で話をするときに生じる不安や緊張にどのような影響を与えるかを評

価する実験を行った．その結果，人やカボチャが睨んでいる場合は人前で話をするときに生じる不安や緊

張が大きくなり，人やカボチャが笑顔である場合は人前で話をするときに生じる不安や緊張が小さくなる

ことがわかった．つまり，コウテイカボチャは，睨んでいる人が見えるときよりも人前で話をするときに

生じる不安や緊張を緩和できることがわかった．さらに，緊張しやすい性格の話し手に満足感を与える効

果は，笑顔のカボチャよりも笑顔の人の方が大きく，緊張しやすい性格の話し手の緊張感を緩和する効果

は，笑顔の人よりも笑顔のカボチャの方が大きいことがわかった．

1. はじめに

社会生活では人前で話をする機会が多い．例えば，自己

紹介やスピーチ，学会発表などが挙げられる．人前で話を

する目的は，自分の提示した内容を聴衆に理解してもらう

ことであるといわれている [1]．人前で話をすることが下

手だと，先の目的が果たせないため，人前で上手く話をす

ることは社会的に重要である．

人前で上手く話をする妨げになる原因の一つが，人前で

話をするときに生じる不安や緊張である．人前で話をする

ときに大きな不安や緊張が生じた場合，話し手は頭が真っ

白になり，思った通りに話せなくなることがある．特に緊

張しやすい人の場合に，この問題が大きくなる．

そこで，本稿では，人前で話をするときに不安や緊張が

生じる人を対象に，人前で話をするときに生じる不安や緊

張を緩和することを目的とし，話し手に HMD（ヘッドマ

ウントディスプレイ）を装着させ聴衆に肯定的な反応を重

畳することで，人前で話をするときに生じる不安や緊張を

緩和する手法を提案する．そして，実際にその不安や緊張
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を緩和できるかを評価する．

以降，本稿では「発表」を，人前で話をすることであると

定義する．原田ら [2]は，対人場面で経験する不安や緊張

を総称する言葉として対人不安を定義している．この定義

に従うと，本稿で対象とする発表時に生じる不安や緊張も，

一種の対人不安であるといえる．この原因には，「自分の社

会的スキルを低く評価していること」などの自己のみが原

因で生じるものと，「他者への意識」などの他者または他者

との関係が原因で生じるものがある [2][3][4][5][6][7][8]．自

己のみが原因で生じるものは自力での解決を目指すことが

できるが，他者または他者との関係が原因で生じるものは

自力での解決が難しい．そこで本稿では，他者または他者

との関係が原因で生じるものに焦点を絞る．

他者または他者との関係が原因で生じるものには，他

者の存在そのものが原因で生じるものと，他者からの

否定的な評価を恐れる気持ちが原因で生じるものがあ

る [3][4][5][6][7][8]．そこで，本稿では，「他者の存在そのも

の」と「他者からの否定的な評価を恐れる気持ち」の両方

に着目し，発表時の対人不安を緩和することを試みる．

2. 発表時の対人不安を緩和する手法

2.1 提案手法

「他者の存在そのもの」と「他者からの否定的な評価を
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恐れる気持ち」のうち，まず「他者の存在そのもの」に着目

する．発表時，一般に「他者の存在そのもの」は他者の姿

が見えることが原因で意識されると考えられる．よって，

聴衆の姿を発表者から隠せば，発表時に生じる対人不安を

緩和できると考えられる．

次に，「他者からの否定的な評価を恐れる気持ち」に着目

すると，他者からの否定的な評価を恐れる気持ちから生じ

る不安は，他者からの否定的な反応を見ることで大きくな

ると考えられる．他者の姿を隠せば他者からの否定的な反

応も隠せるが，他者の姿を隠しても発表者は誰かが自分の

発表を聞いていることはわかっているため，他者から否定

的な反応を返されているかもしれないと考える可能性があ

る．発表者のその考えを消すには，発表者に肯定的な反応

を見せる必要がある．よって，聴衆の否定的な反応を発表

者から隠し，聴衆の反応を全て肯定的な反応にすれば，発

表時に生じる対人不安を緩和できると考えられる．

以上より，聴衆の姿と否定的な反応を発表者から隠すた

めに，提案手法では聴衆に肯定的な反応を重畳することで

発表時に生じる対人不安を緩和する．

2.2 関連研究

緊張を緩和することを狙う活動および研究は今までにい

くつかある．緊張を緩和する手法として知られているもの

にアイスブレーキングがある．柳田 [9]によると，アイス

ブレーキングとは，ディスカッション，ディベート，討論

会などの学習活動を始める前に，お互いを知らない活動参

加者間の氷のような緊張をほぐし，お互いに親しみを持

ち，主体的に学習に参加する雰囲気を作ることを狙いとし

て行われる活動である．アイスブレーキングを行うことに

より，発表前に緊張を緩和することは可能だが，一般に発

表会においては参加者が不特定多数であるため，アイスブ

レーキングは行えない．

また，極度な緊張状態である“あがり”への対処に関す

る研究 [10]では，大学生の“あがり”への対処には「自己

暗示」，「運動」，「イメージ」，「回避」，「積極的思考」，「開き

直り」，「無関係行動」という 7項目があることが示されて

いる．しかし，この研究では，これら 7項目が実際に“あ

がり”を緩和する効果があるかは評価されていない．

一方，発表を支援するシステムは今までにいくつか提案

されている．音声情報処理と画像情報処理を組み合わせた

プレゼンテーショントレーニングシステム「プレゼン先生」

[11]は，マイクおよびWebカメラから得られた発表者の音

声および振る舞いを分析し，話速度，声の抑揚，聴衆との

アイコンタクトの度合いなどの指標をリアルタイムに発表

者にフィードバックする．このシステムを利用することで

ユーザは，発表中に意図せず行ってしまう不適切な行動を

理解でき，結果としてプレゼンテーションスキルが向上す

る．このシステムは，プレゼンテーションスキルの向上を

図るというアプローチであるのに対し，本稿で提案するシ

ステムは，発表時に生じる対人不安の緩和を図るというア

プローチであるため，ユーザへのアプローチが異なる．ま

た，このシステムは，プレゼンテーションのトレーニング

のために用いられるものであり，プレゼンテーションの本

番で用いられることは想定されていない．

司会進行を支援するウェアラブルMCシステム [12]は，

ウェアラブルコンピューティングの特徴を活かして，ス

テージにおける司会者を支援するシステムである．このシ

ステムは，司会進行のために必要な情報を司会者が装着し

た HMDに表示する．このシステムは，司会進行をスムー

ズに行わせることを図るというアプローチであるのに対

し，本稿で提案するシステムは，発表時に生じる対人不安

の緩和を図るというアプローチであるため，ユーザへのア

プローチが異なる．また，ウェアラブルMCシステムは，

イベントの本番で司会をスムーズに行うために用いられる

ものであるのに対し，本稿で提案するシステムは司会をす

るときだけでなく，発表するとき全般に使える．

うなずき反応を視触覚提示する音声駆動型プレゼンテー

ション支援システム [13]は，発表者の音声に基づく典型的

な聴衆のうなずき反応を LEDにより視覚提示する Inter-

Pointerと振動モータにより触覚提示する InterVibratorを

統合した視触覚提示システムである．このシステムは，発

表者と聴衆の自発的な身体的インタラクションを促すこと

で一体感のあるインタラクティブな場の生成を支援する．

このシステムは，発表者と聴衆の一体感を深めることを図

るというアプローチであるのに対し，本稿で提案するシス

テムは，発表時に生じる対人不安の緩和を図るというアプ

ローチであるため，ユーザへのアプローチが異なる．

また，心拍数を操作することで健康を支援するシステム

に，虚偽情報フィードバックを用いた生体情報の制御シス

テム [14]がある．このシステムは，装着型生体センサから

得られた心拍数に対して目的に応じた処理を加え，虚偽情

報として装着型ディスプレイに提示することで実際の心拍

数を操作することを試みている．この研究では，虚偽情報

により実際の心拍数を下げることで緊張を緩和できる可能

性を指摘しているが，虚偽情報によりどの程度緊張を緩和

できるかは評価されていない．

3. コウテイカボチャ：聴衆に肯定的な反応を

重畳するシステム

3.1 概要

2.1で述べた提案手法を元に，発表時の対人不安の緩和

を実現するシステム「コウテイカボチャ」を提案する．コ

ウテイカボチャは，聴衆ににこにこしているカボチャの画

像を重畳することで，発表者から聴衆を見えなくし，発表

者の発話の間にそのカボチャがにこにこしてうなずくよう

に見えるシステムである．
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なお，コウテイカボチャの実装には HMDを用いる．こ

れにより，発表者は発表時にスクリーンと聴衆を交互に見

るというように，発表者の視線の自由度を上げることがで

きる．また，コウテイカボチャのセッティングを容易にし，

どのような場所でもコウテイカボチャを使うことができる．

重畳するものをカボチャの画像にした理由は，発表時に

緊張を抑えるための言葉に「目の前の聴衆をカボチャだと

思え」というものがあるからである [15]．肯定的な反応に

ついて，肯定的な印象の例として「思いやりのある」，「親

密な」，「付き合いやすい」という印象が挙げられるが，黒

木ら [16]によると，これらの印象は表情が笑顔で顔の向き

が正面を向いているときに強調される．また，瀬島ら [17]

は，アバタにうなずき反応を重畳した場合，日常会話を楽

しみながら行う遠隔コミュニケーションが支援されると述

べている．以上より，聴衆の肯定的な反応としてにこにこ

してうなずくように見せることとした．

3.2 処理の流れ

コウテイカボチャは，発表者ににこにこしているカボ

チャの画像を提示するための HMD（Sony社 HMZ-T1），

聴衆の顔を検出するための USBカメラ，発表者の音声を

取得するためのピンマイク，一連の処理をするためのノー

トパソコンを用いる．具体的な処理の流れは次の通りで

ある．

( 1 ) OpenCV[18]の顔検出機能を利用し，HMDに取り付

けた USBカメラ（図 1）から得られる画像から聴衆の

顔を検出する

( 2 ) 聴衆の上半身が隠れるように，聴衆ににこにこしてい

るカボチャの画像を重畳して HMDにフルスクリーン

表示する（図 2）

( 3 ) 発表者の口元にあるピンマイクから音声を取得する

( 4 ) Microsoft Speech API5[19]を利用し，音声が入力され

た後，音声が入力されなくなったことを検知する

( 5 ) 音声が入力された後，音声が入力されなくなったこと

を検知したら，カボチャがうなずいているように見え

るように 3枚のにこにこしているカボチャの画像をア

ニメーションする（図 3）

4. 評価実験

4.1 目的

実験の目的は，コウテイカボチャが発表時の対人不安を

緩和できるかを評価することと，人やカボチャの表情が発

表時の対人不安にどのような影響を与えるかを評価するこ

とである．

図 1 コウテイカボチャに用いる USB カメラを付加した HMD

　

図 2 聴衆ににこにこしているカボチャの画像を重畳する様子

　

図 3 にこにこしているカボチャの画像がうなずいているように見

える様子

　

図 4 睨んでいるカボチャの画像

4.2 方法

被験者は，発表を行う発表役担当の大学生計 12名であ

る．実験協力者は，発表役の発表を聞く聴衆役担当の大学

生および大学院生計 21名である．

4.2.1 概要

• 1日目に発表役に性格診断テスト [20]を受けさせる

緊張しにくい性格の人よりも緊張しやすい性格の人の

方が発表時に大きな対人不安が生じる可能性が高いと

考えられ，性格によって結果に差が出る可能性がある

ためである．

• 1日目に発表役に発表のテーマ（4.2.2に詳述）を示し，

発表の内容を考えてくるように指示する

• 一対比較を行うため，2～3日目に，次に示すいずれか

の状態で聴衆役に対する 3分間の発表をそれぞれ異な

る組み合わせで 2状態ずつ 6組，計 12回行わせる

睨む人：HMDを通して，否定的な反応である睨んだ
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　　　　状態の聴衆役が見える状態

にこ人：HMDを通してにこにこしている聴衆役が見

　　　　える状態

睨むカボ：HMDを通して，聴衆役に重畳された睨ん

　　　　　でいるカボチャ（図 4）が見える状態

にこカボ：HMDを通して，聴衆役に重畳されたにこ

　　　　　にこしているカボチャ（図 2，3）が見える

　　　　　状態

1組の発表が終わるごとに，発表役に STAI日本版修

正版（4.2.3に詳述）に回答させる．なお，組み合わせ

の順序はカウンタバランスをとった．

• 3日目の最後にインタビュー（4.2.3に詳述）を行う

4.2.2 発表のテーマ

発表のテーマは「1月～12月のイベントについて」とし，

月は発表ごとに違う月となるように実験者が選ぶ．また，

各月のイベントは予め実験者が複数挙げておき，発表役に

それらのイベントの中から採り上げたいイベントを任意の

個数選んで発表するように指示する．

4.2.3 評価尺度

評価は，STAI日本版修正版 [21]にある質問項目に対し，

組み合わせごとの一対比較を行う．

また，次の点について考察するために最後に発表役全員

に対してインタビューを行った．

• HMDを通して聴衆役が見える状態のとき，聴衆の表

情が発表時の対人不安に影響を与えたか

• 聴衆を隠すことだけでなく，カボチャの表情も発表時
の対人不安に影響を与えたか

• HMDを通してカボチャが見える状態のとき，人の姿

が見えたことが発表時の対人不安に影響を与えたか

第 3 項目は，システムが正しく人を認識できておらず，

HMDを通してカボチャが見えるべき状態のときに人の姿

が見えた場合の効果を見るものである．

4.2.4 聴衆役

聴衆役は組み合わせの発表ごとに 1～4人の同数の異な

る人物で構成される．

なお，睨むカボとにこカボの場合に発表を聞くときの表

情として，睨むことを指示した．これは，HMDを通して

カボチャが見えるべき状態のときに人の姿が見えた場合の

影響を考察するためである．なお，聴衆役が指示通りの表

情をしているかを実験者が後で判断するために，聴衆役の

様子をビデオ撮影した．

4.2.5 実験室の様子

実験室の様子を図 5に示す．スクリーン付近に発表役が

立ち，スクリーンの向かい側に聴衆役が座る．聴衆役のみ

が映るように，実験室の端にカメラを置く．スクリーンに

発表のテーマとなるイベント名を表示する．

図 5 実験室の様子

表 1 各発表役の性格診断テストの単純加算得点

発表役 得点 発表役 得点

発表役 A 58 発表役 G 42

発表役 B 54 発表役 H 40

発表役 C 51 発表役 I 40

発表役 D 51 発表役 J 39

発表役 E 46 発表役 K 39

発表役 F 45 発表役 L 31

4.3 結果

各組み合わせに対する全 72 個のデータのうち 3個を，

聴衆役が指示通りの表情をしていなかったと判断して排除

した．

4.3.1 発表役の性格分類

実験冒頭に行った各発表役の性格診断テストの単純加算

得点を表 1に示す．平均値を基準に，スコアが高いグルー

プに属する発表役（A～F）を緊張しやすい性格，スコアが

低いグループに属する発表役（G～L）を緊張しにくい性格

と分類した．

4.3.2 発表役全員の傾向と緊張しやすい性格かどうかに

よる発表役の傾向

STAI日本版修正版の結果は，シェッフェの一対比較の

原法を用いて解析した．まず，発表役全員の結果に対し，

1項目以上有意差があった組み合わせを表 2にまとめる．

表 2より，睨む人，睨むカボよりもにこカボの方が，睨む

カボよりもにこ人の方が発表時の対人不安を緩和すること

が，また睨む人よりもにこ人の方が発表時の対人不安を緩

和する傾向があることがわかった．よって，人やカボチャ

が睨んでいる場合は発表時の対人不安が大きくなり，人や

カボチャが笑顔である場合は発表時の対人不安が小さくな

ると考えられる．つまり，コウテイカボチャは，睨んでい

る人や睨んでいるカボチャが見えるときよりも発表時の対

人不安を緩和できると考えられる．この結果は緊張しやす

い性格の発表役のみのデータを分析した結果と同じ傾向を

示すことがわかった．一方，緊張しにくい性格の発表役の

結果には，どの組み合わせにおいても有意差はなかった．

よって，人やカボチャの表情は，緊張しやすい性格の発表
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表 2 発表役全員の結果

状態 睨む人 にこ人 睨むカボ にこカボ

睨む人 ― ▲ ×

にこ人 △ ― ○

睨むカボ × ― ×

にこカボ ○ ○ ―

　○ … 1 項目以上有意水準 5% で上の状態よりも左の状態の方が

　　　　対人不安が小さかった

　× … 1 項目以上有意水準 5% で上の状態よりも左の状態の方が

　　　　対人不安が大きかった

　△ … 1 項目以上有意水準 10% で上の状態よりも左の状態の方が

　　　　対人不安が小さい傾向があった

　▲ … 1 項目以上有意水準 10% で上の状態よりも左の状態の方が

　　　　対人不安が大きい傾向があった

空欄 … どの項目においても上の状態と左の状態の間で対人不安の

　　　　大きさに有意差はなかった

者の発表時対人不安にのみ影響を与えると考えられる．

STAI日本版修正版の項目ごとにおける，有意差または

有意傾向のあったものの結果を図 6に示す．

4.3.3 インタビュー

最後のインタビューでは，次のことを尋ねた．

Q1：HMDを通して聴衆役が見える状態で発表をしたと

　　　 き，聴衆が笑顔であるか怒っているかの区別がつき

　　　 ましたか．

Q2-1：HMDを通してカボチャが見える状態で発表をし

　　　　ていただきましたが，カボチャの表情の違いはわ

　　　　かりましたか．

Q2-2：カボチャの表情の違いで受ける印象は変わりまし

　　　　たか．

Q2-3：カボチャの表情の違いで受ける印象はどのように

　　　　変わりましたか．

Q3-1：HMDを通してカボチャが見える状態で発表をし

　　　　たとき，人の姿が見えたことはありましたか．

Q3-2：1回も人の姿が見えることなく HMDを通してカ

　　　　ボチャが見える状態で発表をしたときと比べて，

　　　　人の姿が見えたことにより，受ける印象は変わり

　　　　ましたか．

Q3-3：1回も人の姿が見えることなく HMDを通してカ

　　　　ボチャが見える状態で発表をしたときと比べて，

　　　　人の姿が見えたことにより，受ける印象はどのよ

　　　　うに変わりましたか．

Q3-4：1回の発表中に人の姿が見えたときと見えなかっ

　　　　たときとで受ける印象はどのように変わりました

　　　　か．

Q1の回答より，12名中 11名の発表役は聴衆役の表情の

区別がついたことがわかった．よって，聴衆役の表情が発

表時の対人不安に影響を与えたと考えられる．また，Q2-1，

Q2-2の回答より，12名中 10名の発表役はカボチャの表情

の違いがわかり，その 10名中 9名の発表役はカボチャの

表情の違いで受ける印象が変わったことがわかった．この

図 7 追加質問に対する発表役の回答

結果は，発表役全員の結果と緊張しやすい性格の発表役の

結果で睨むカボとにこカボの間に有意水準 5%で有意差が

あったという結果と一致している．さらに，Q2-3の回答

より，「（カボチャが）笑顔のときは，（カボチャが）うな

ずいてくれているのがわかって，安心できた．」など，カ

ボチャの表情の違いで受ける印象が変わった全 9名の発表

役からにこカボは好印象を得られた．よって，睨んでいる

カボチャよりもにこにこしてうなずくカボチャの方が発表

者に好印象を与え，発表時の対人不安を緩和することがわ

かった．

Q3-1の回答より，発表役全員が，HMD を通してカボ

チャを見せている状態のときにも人の姿が見え，しかも 12

名中 11名は，毎回人の姿が見えたことがわかった．また，

Q3-2，Q3-3の回答より，1名の発表役は人の姿が見えたと

きの方が悪印象を受けたことがわかった．さらに，Q3-4の

回答より，11名中 8名の発表役はHMD を通してカボチャ

が見えるべき状態のときに人の姿が見えたことにより悪印

象を受けたことがわかった．これらのことから，HMD を

通してカボチャが見えるべき状態のときに人の姿が見えた

ことにより，発表役の発表時の対人不安に影響があった可

能性がある．

そこで，発表役に対して次の追加質問を行った．

追加質問：HMDを通してカボチャが見えているときに

　　　　　　人の姿が見えたときの印象と，カボチャ自体

　　　　　　の印象のどちらが，発表後のアンケートに回

　　　　　　答したときに強く影響しましたか．（1. カボ

　　　　　　チャ，2. どちらかというとカボチャ，3. ど

　　　　　　ちらも影響した，4. どちらかというと人の

　　　　　　姿，5. 人の姿）

この質問の結果を図 7に示す．図 7より，緊張しやすい

性格の発表役全員に対して，カボチャが見えているときに

人の姿が見えたときの印象の方が回答に影響を与えている

ことがわかった．

4.3.4 因子分析

4.3.2で示した結果を見ただけでは，笑顔の人と笑顔のカ
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図 6 緊張しやすい性格の発表役への質問の結果のうち有意差または有意傾向のある結果

ボチャでは発表時の対人不安を緩和する効果にどのような

違いがあるかがわからない．そこで，STAI日本版修正版

の項目別の結果をいくつかの要因に分類して考察するため

に，本実験結果の因子分析を行った．

本実験結果の因子分析表を表 3に示す．表 3より，因子

1を「満足感」，因子 2を「緊張感」と名付ける．

4.4 考察

4.3.2より，人やカボチャの表情は，緊張しやすい性格

の発表者の発表時対人不安にのみ影響を与えると考えられ

る．よって，本節では緊張しやすい性格の発表役の結果に

焦点を絞って考察する．

有意水準 5%で有意差のあった組み合わせ（睨むカボと

にこカボ，睨む人とにこカボ，睨むカボとにこ人の 3通り）

の STAI日本版修正版の項目別の結果を満足感（因子 1）と

緊張感（因子 2）に分類し，図 8にまとめる．図 8より，緊

張しやすい性格の発表者に満足感を与える効果は，笑顔の

カボチャよりも笑顔の人の方が大きく，緊張しやすい性格
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表 3 因子分析表

項目 因子 1 因子 2 共通性

Q19 うれしい気持ちだった .86 -.30 .84

Q20 気分がよかった .84 -.37 .84

Q10 気持ちがよかった .82 -.27 .74

Q16 満ち足りた気分だった .80 -.28 .72

Q2 安心していた .67 -.51 .71

Q15 くつろいだ気持ちだった .64 -.50 .66

Q1 気が落ちついていた .63 -.54 .69

Q11 自信があった .56 -.40 .47

Q13 気が落ちつかず，じっと

していられなかった -.35 .69 .59

Q6 気が動転していた -.50 .64 .66

Q8 心が休まっていた .45 -.62 .58

Q4 くよくよしていた -.38 .61 .52

Q14 気がピンと張りつめていた -.37 .61 .51

Q17 心配があった -.37 .59 .48

Q5 気楽だった .50 -.59 .59

Q3 緊張していた -.26 .58 .41

Q12 神経質になっていた -.39 .54 .44

Q18 非常に興奮して，体が　　

　震えるような感じがした -.05 .52 .27

Q9 何か気がかりだった -.47 .52 .48

Q7 何か悪いことが起こりは

しないかと心配だった -.38 .43 .33

　　　　　因子寄与　　 6.14 　　 5.40

累積寄与率　 30.69 　 57.69

の発表者の緊張感を緩和する効果は，笑顔の人よりも笑顔

のカボチャの方が大きいという傾向が読み取れる．4.4.1～

4.4.5でその理由について考察する．

4.4.1 人の姿が見えたときの印象

4.3.3で示した追加質問結果（図 7）より，緊張しやすい

性格の発表者は，カボチャが見えているときに人の姿が見

えるとその印象が残ると考えられる．よって，にこカボで

は，笑顔のカボチャが見えている間は緊張しやすい性格の

発表者は笑顔の効果により安心しているが，睨んでいる聴

衆の姿が見えたときは，カボチャの表情と聴衆の表情の落

差により不安になると考えられる．

4.4.2 笑顔による効果

図 8より，睨むカボよりもにこカボの方が，緊張しやす

い性格の発表者は満足感を得られることと，緊張しやすい

性格の発表者の緊張感が緩和されることがわかった．よっ

て，相手の表情が笑顔であるとわかれば，緊張しやすい性

格の発表者は満足感を得られる，また緊張しやすい性格の

発表者の緊張感が緩和されると考えられる．

なお，睨むカボとにこカボの比較結果が図 8 のように

なった理由は，4.4.1より，睨むカボとにこカボを比べたと

きにどちらの場合でも同様に睨んでいる聴衆の姿が見え，

その睨んでいる聴衆の姿が見えたときの印象は一対比較に

より相殺されたために，4.4.1の効果が出ず笑顔の効果のみ

出たからであると考えられる．

4.4.3 コウテイカボチャの実用上の効果

図 8より，にこカボは，睨むカボと比べたときほどでは

ないものの，睨む人に比べて緊張しやすい性格の発表者の

緊張感を緩和することがわかった．このことと 4.4.1より，

コウテイカボチャは聴衆の姿を隠すことと笑顔による緊張

緩和効果があるため，人の姿が見えたときの印象が混ざっ

た場合でも，緊張しやすい性格の発表者の緊張感を緩和す

ると考えられる．

4.4.4 笑顔の人と笑顔のカボチャの緊張感緩和効果の違い

緊張感について見ると，4.4.3より，睨む人に比べてにこ

カボでは緊張しやすい性格の発表者の緊張感が緩和される

ことがわかるが，図 8より，睨むカボとにこ人の間では緊

張しやすい性格の発表者の緊張感に有意水準 5%で有意差

がないことがわかった．これは，にこ人では常に人の姿が

見えるため，緊張しやすい性格の発表者は人がいることを

意識してしまい緊張感を持つからであると考えられる．ゆ

えに，睨むカボに比べてにこ人では，緊張しやすい性格の

発表者の緊張感がにこカボのときのように緩和されないと

考えられる．

4.4.5 笑顔の人と笑顔のカボチャの満足感付与効果の違い

満足感について見ると，図 8より，睨むカボよりもにこ

人の方が緊張しやすい性格の発表者は満足感を得られるこ

とがわかった．よって，睨むカボに比べてにこ人では，聴

衆の反応が肯定的であるとわかるため，緊張しやすい性格

の発表者は満足感を得られると考えられる．

一方で，図 8より，睨む人とにこカボの間では緊張しや

すい性格の発表者の満足感に有意水準 5% で有意差がない

ことがわかった．これは，4.4.1より，にこカボでは発表時

の気分の落差が激しいが，常に睨んでいる聴衆が見えてい

る場合は緊張しやすい性格の発表者の不安は一定で，発表

時の気分に落差がないと考えられるため，にこカボでは睨

んでいる聴衆の姿が見えたときの印象が残り，常に睨んで

いる聴衆が見えているときよりも不快な印象があったから

であると考えられる．ゆえに，睨む人に比べてにこカボで

は，緊張しやすい性格の発表者はにこ人のときのように満

足感を得られないと考えられる．

5. おわりに

本稿では，対人不安が生じる原因を調査し，「他者の存在

そのもの」と「他者からの否定的な評価を恐れる気持ち」

の両方に着目し，聴衆に肯定的な反応を重畳することで発

表時に生じる対人不安を緩和する手法を提案した．この提

案手法に基づき，聴衆ににこにこしてうなずくカボチャの

画像を重畳するシステム「コウテイカボチャ」を実装した．

評価実験の結果，次の 2点がわかった．

• 人やカボチャが睨んでいる場合は発表時の対人不安が
大きくなり，人やカボチャが笑顔である場合は発表時

の対人不安が小さくなる．つまり，コウテイカボチャ
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図 8 STAI 日本版修正版の項目別の結果（緊張しやすい性格の発表役）

は，睨んでいる人や睨んでいるカボチャが見えるとき

よりも発表時の対人不安を緩和できる

• 緊張しやすい性格の発表者に満足感を与える効果は，
笑顔のカボチャよりも笑顔の人の方が大きく，緊張し

やすい性格の発表者の緊張感を緩和する効果は，笑顔

の人よりも笑顔のカボチャの方が大きい

発表者がコウテイカボチャを用いるとき，AR環境であ

るため発表者が実際にいる場所に聴衆がいて発表を聞いて

いることがわかる．発表者がコウテイカボチャを用いると

きに発表者が実際にいる場所に聴衆がいて発表を聞いてい

るかをわからなくした場合の効果についても今後評価し

たい．
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